
歯科における子どもの食育と口腔機能発達不全症への対応・追加改訂資料

歯科における子どもの食育と口腔機能発達不全症への対応
動画タイトル 

解説

参考動画時間 区分
 

口腔機能発達不全症とは

5：19 改訂

12024年6月作成

2024年6月の診療報酬改定により、チェックリストのその他の項目においてC-17に
「舌を口蓋に押しつける力が弱い（低舌圧である）」が追加された。



歯科における子どもの食育と口腔機能発達不全症への対応・追加改訂資料

歯科における子どもの食育と口腔機能発達不全症への対応
動画タイトル 

解説

参考動画時間 区分
 

口腔機能発達不全症に関する評価と診断

13：37 改訂

22024年6月作成

離乳完了後のチェックリストにおけるその他の項目にC-17として舌圧に関する項目
が追加され、評価の際に条件が付与された。
「最大舌圧が低い状態（-1 SDをcut-off値として判断する。）」を低舌圧とする。



歯科における子どもの食育と口腔機能発達不全症への対応・追加改訂資料

歯科における子どもの食育と口腔機能発達不全症への対応
動画タイトル 

解説

参考動画時間 区分
 

口腔機能発達不全症に関する評価と診断

15：06 改訂

32024年6月作成

離乳完了後のチェックリストにおけるその他の項目にC-17として舌圧に関する項目
が追加されたことで、評価基準が示された。
「最大舌圧が低い状態（-1 SDをcut-off値として判断する。）」を低舌圧とする。



歯科における子どもの食育と口腔機能発達不全症への対応・追加改訂資料

歯科における子どもの食育と口腔機能発達不全症への対応
動画タイトル 

解説

参考動画時間 区分
 

口腔機能発達不全症の臨床

6：28 追加

42024年6月作成

舌圧に関する評価基準として3～12歳児の舌圧の平均値が示された。
最大舌圧-1 SDを下回る値をcut-off値として設定し、低舌圧と判断する基準とした。



歯科における子どもの食育と口腔機能発達不全症への対応・追加改訂資料

歯科における子どもの食育と口腔機能発達不全症への対応
動画タイトル 

解説

参考動画時間 区分
 

口腔機能発達不全症の臨床

6：28 改訂

52024年6月作成

口腔機能発達不全症の診断と管理を行う上で、評価項目として口唇閉鎖不全に加えて
低舌圧の基準が示された。初回に引き続き、３か月に1回口唇閉鎖力検査と舌圧検査の
算定が可能となった。
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